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こ
の
日
は
、

映
画
『
ひ
ろ

し
ま
』
の
上

映
と
、
講
演

『
核
抑
止
力

で
日
本
は
安
全
？
』
の
二
本
立
て
。

講
師
は
、
山
本
義
彦
先
生
（
静
大

名
誉
教
授
・
第
五
福
竜
丸
平
和
教

会
代
表
理
事
）
で
、
先
生
に

は
以
前
母
親
大
会
で
お
世
話

に
な
っ
た
の
で
何
か
懐
か
し

い
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
は
広
島
、
長
崎
に
原

爆
が
落
と
さ
れ
た
が
す
ぐ
に

反
核
平
和
の
運
動
が
起
こ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
は

あ
ま
り
そ
の
実
態
が
知
ら
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

ビ
キ
ニ
事
件
で
久
保
山
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

大
き
な
反
核
平
和
の
動
き
が

ま
き
起
こ
っ
た
。

核
抑
止
力
と
は
何
か
？

軍
事
力
を
抑
止
力
と
し
て
捉

え
る
こ
と
は
当
然
そ
の
敵
が

存
在
す
る
と
い
う
前
提
で
あ

り
、
そ
の
結
果
は
相
互
不
信

の
増
長
を
招
き
軍
備
拡
大
の
連
鎖

を
招
く
。
（
納
得
）

又
、
安
倍
内
閣
は
一
期
目
に
教

育
基
本
法
の
改
悪
を
行
っ
た
。
し

か
も
こ
れ
を
審
議
す
る
会
議
は
教

育
現
場
を
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。

又
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
議
事

録
は
な
い
。
国
防
の
基
本
方
針
の

な
か
に｢

愛
国
心
の
高
揚｣

と
あ
る

が
、
愛
国
心
は
誰
が
決
め
る
の
か
？

外
部
か
ら
の
侵
略
に
対
し
て
国
連

が
有
効
に
こ
れ
を
阻
止
す
る
機
能

を
果
し
う
る
ま
で
は
、
米
国
と
の

安
全
保
障
体
制
を
基
調
と
し
て
、

こ
れ
に
対
処
す
る
。
（
こ
れ
が
安

保
体
制
の
強
化
か
？
）

又
、
積
極
的
平
和
主
義
と
は
何

か
？
武
力
活
用
を
前
提
に
す
る
と

い
う
意
味
の｢

積
極
的｣

平
和

主
義(

従
来
の
危
機
を
予
想
し

て
事
前
対
策
を
講
じ
る)

、
こ

ん
な｢

積
極
的
平
和
主
義｣

は

平
和
主
義
で
は
な
い
と
言
う

事
。
又
、
ナ
ン
バ
ー
４
の
軍

事
力
に
な
っ
て
い
る
日
本
が

急
に
撤
廃
す
る
よ
う
な
事
は

不
可
能
。
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス

テ
ッ
プ
で
ま
ず
米
軍
基
地
に

撤
退
し
て
も
ら
う
事
。

今
年
は
歴
史
の
大
き
な
節

目
。
世
界
の
指
導
者
た
ち
に

人
類
の
希
望
で
あ
る
核
兵
器

禁
止
へ
の
歩
み
に
立
ち
戻
る

こ
と
を
強
く
要
求
し
て
ゆ
き

ま
し
ょ
う
、
の
ま
と
め
に
拍

手
・
拍
手
。
い
ろ
い
ろ
勉
強

に
な
り
又
資
料
を
読
み
返
し

て
い
ま
す
。

映
画
『
ひ
ろ
し
ま
』
も
久
し
ぶ

り
の
白
黒
映
画
で
、
そ
れ
が
か
え
っ

て
被
爆
の
実
相
が
わ
か
る
気
が
し

ま
し
た
。
何
よ
り
も
こ
の
映
画
を

「
日
本
教
職
員
組
合
」
が
作
成
し

た
こ
と
に
感
動
し
、
「
教
え
子
を

再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
！
」
と
い

う
教
師
の
あ
つ
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

「非核の政府を作る会」に参加して ～黒田 久予～

風の
子
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「閣議決定」って何？

この頃「閣議決定」という言葉がとても

気になる。閣議決定とは、政府が進めてい

く重要方針を推進するものだと思っていたが、そうばかり

でもないらしい。

変だな？ と思ったのは、「内閣総理大臣夫人は、公人

ではなく私人である」という閣議決定だ。森友問題で国会

が紛糾しているさなか、昭恵夫人の公人か私人かが問題に

なっていた。こんなことまで閣議決定するのかと思ってい

たら、桜を見る会では「反社会的勢力については、あらか

じめ限定的かつ統一的に定義することは困難である」と来

た。反社会が定義できないということにすれば、野党に追

及されたとき出席していたかどうかの判断ができないとい

う言い逃れができるという目論見だろう。

笑ってしまうのは、「安倍総理は、ポツダム宣言につい

ては当然読んでいる」という閣議決定だ。かつて共産党の

志位委員長の質問に「ポツダム宣言はつまびらかには読ん

でいない」と答えてしまった後の取り繕いである。ここま

で来ると珍妙極まりない。

この政権、政治の私物化を進め、それらを隠すためには、

うそを平気でつき、公文書を改ざん・隠蔽するなど、民主

主義の根幹にかかわる問題を引き起こしている。

日本の重要な方針を進めるための閣議決定がこういう状

態である、ということに嗤いながらも、うすら寒い思いを

感じてしまうのは私だけではないだろう。（合戸 政治）

つむじ風

静岡市平和委員会
定期総会の報告

上記のＱＲコードは

ＨＰにリンクします。

静
岡
市
平
和
委
員
会
の
２
０
２
０

年
定
期
総
会
が
、
２
月
２
日(

日
）

午
後
１
時
よ
り
シ
ズ
ウ
ェ
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
北
野
豊
氏
の
記
念
講

演
「
日
韓
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
」

が
あ
り
、
日
韓
問
題
の
根
源
の
歴
史
、

事
実
の
理
解
と
確
認
の
大
事
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
議
事
に
進
み
、
海

野
会
長
か
ら
内
外
の
情
勢
報
告
、
三

輪
事
務
局
長
か
ら
１
年
間
の
活
動
報

告
と
総
括
、
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ

活
発
な
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
横
須
賀
基
地
調
査
ツ
ア
ー
、

“
ア
ベ
改
憲
を
許
さ
な
い
”
宣
伝
・

署
名
行
動
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
、

オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
監
視
行
動
な
ど
の

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

●
憲
法
９
条
を
守
り
、
戦
争
で
き

る
国
づ
く
り
を
許
さ
な
い
活
動
。

●
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
、
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
・
訓
練
ス
ト
ッ

プ
、
日
米
軍
事
同
盟
を
な
く
す

活
動
。

●
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
と
と
も

に
浜
岡
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
。

●
歴
史
の
歪
曲
を
許
さ
な
い
学
習

運
動
を
進
め
て
ゆ
く
。

そ
し
て
活
動
を
通
し
新
し
い
仲
間

を
迎
え
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
提
案
さ
れ
た
会
計
報
告
、
役

員
体
制
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。平

和
へ
の
た
た
か
い
の
前
進
の
た

め
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
編
集
部
）

２
０
２
０
年
２
月
２
日
、

シ
ズ
ウ
ェ
ル
で
の
定
期
総
会



２
月
16
日
、
清
水
テ
ル
サ
に
て

『
私
が
大
飯
原
発
を
止
め
た
理
由
』

と
い
う
講
演
会
が
あ
っ
た
。
講
師

は
大
飯
原
発
３
・
４
号
機
運
転
差

し
止
め
の
判
決
を
出
し
た
樋
口
英

明
・
元
福
井
地
方
裁
判
所
長
で
す
。

非
常
に
内
容
の
あ
る
素
晴
ら
し
い

講
演
で
し
た
が
、
紙
幅
の
関
係
で

そ
の
中
で
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

裁
判
に
は
、
原
発
は
安
全
か
否

か
、
理
性
と
良
識
を
も
っ
て
臨
ん

だ
。
原
発
は
【
自
国
の
み
に
向
け

ら
れ
た
核
兵
器
】
。

住
宅
販
売
の
Ｍ
社
は
５
１
１
５

ガ
ル
※
、
同
じ
く
Ｓ
社
は
３
４
０

６
ガ
ル
で
住
宅
の
耐
震
テ
ス
ト
を

実
施
し
販
売
。
し
か
し
、
大
飯
原

発
の
建
設
当
時
は
、
地
震
の
振
動

を
４
０
５
ガ
ル
に
想
定
、
勿
論
テ

ス
ト
は
無
し
。

基
本
的
に
原
発
の
再
稼
働
の
根

拠
の
強
振
動
予
測
は
、
観
察
不
可
、

実
験
不
可
、
資
料
の
な
い
大
欠
陥

指
標
で
あ
る
。
最
近
の
豪
雨
災
害

は
こ
の
三
つ
が
万
全
で
も
気
象
庁

の
予
測
は
【
想
定
外
】
が
あ
る
。

18
人
の
裁
判
官
が
原
発
を
止
め

な
か
っ
た
理
由
は
、
①
極
端
な
権

威
主
義
、
②
頑
迷
な
先
例
主
義
、

③
科
学
者
盲
信
主
義
、
そ
こ
か
ら

く
る
④
リ
ア
リ
テ
ィ
の
欠
如
、
と

云
え
る
。

※
ガ
ル
は
地
震
の
振
動
の
大
き
さ
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２月16日、「日本から原発をなくす静岡県連絡会」の記念講演

理
性
と
良
識

樋
口(

元)

裁
判
長
の
「
私
が
大
飯
原

発
を
止
め
た
理
由
」
を
き
い
て

富
田

家
一
郎

寒
月
や
縁
者
少
な
き
友
の
通
夜

静
岡

内
藤

純
代

「
寒
月
」
「
冬
の
月
」
と
同
様
、
冬

の
季
語
。
冬
の
月
よ
り
も
い
ち
だ
ん
と

冷
厳
な
月
の
感
じ
を
、
寒
月
と
言
う
。

凍
て
つ
く
よ
う
な
大
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
冬
は
月
の
軌
道
が
高
い
た
め
、
月

は
遠
く
小
さ
く
見
え
る
が
、
空
気
が
澄

ん
で
い
る
の
で
光
は
強
く
く
っ
き
り
と

感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
感
じ
が
参
列
者
の

少
な
い
友
の
通
夜
に
対
す
る
作
者
の
思

い
で
も
あ
る
。

一
両
の
電
車
過
ぎ
ゆ
く
寒
さ
か
な

静
岡

川
崎

正
敏

「
寒
さ
」
が
冬
の
季
語
。
こ
の
句
始

発
電
車
の
出
て
行
く
景
を
詠
ん
だ
句
の

よ
う
だ
が
、
一
両
の
電
車
過
ぎ
ゆ
く
と

表
出
し
て
、
適
確
に
寒
さ
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
め
ず
ら
し
い
句
で
あ
る
。

読
み
返
す
亡
き
友
の
文
日
脚
伸
ぶ

静
岡

河
岸

理
香

「
日
脚
伸
ぶ
」
が
冬
の
季
語
。
一
年

で
最
も
昼
が
短
い
の
が
冬
至
。
こ
の
日

が
過
ぎ
る
と
日
々
日
照
時
間
が
延
び
昼

が
長
く
な
っ
て
く
る
。
日
脚
が
伸
び
て

も
ま
だ
寒
い
日
が
つ
づ
く
、
そ
の
感
じ

が
、
亡
く
な
っ
た
友
の
文
章
を
読
ん
で

い
る
作
者
の
思
い
で
も
あ
る
の
だ
。

ぬ
か
る
み
に
残
る
足
跡
仏
の
座

静
岡

大
澤

み
え
子

「
仏
の
座
」
が
春
の
季
語
。
春
に
黄

色
の
頭
状
花
を
つ
け
る
キ
ク
科
の
二
年

草
。
七
種
粥
に
入
れ
ら
れ
る
の
で
新
年

の
景
物
と
さ
れ
る
。
秋
の
間
に
芽
を
出

し
、
冬
の
間
は
ロ
ゼ
ッ
ト
状
に
葉
を
広

げ
る
。
そ
の
形
が
蓮
座
に
見
え
る
の
で
、

こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
こ
の
句
、
ぬ
か

る
み
に
残
っ
た
足
跡
と
仏
の
座
の
取
り

合
わ
せ
が
面
白
い
。

選
者

栗
田
ひ
ろ
し

妻
留
守
の
一
人
の
夕
餉
菜
飯
炊
く

２月29日 ３.１ビキニデー日本原水協全国集会

グランシップ・中ホール 13：00～
３月１日 ３.１ビキニデー集会

焼津市文化センター 13：00～
７日 ヒバクシャ署名 東急前 12：00～

９日 ９の日行動 青葉前 12：00～

19日 オールしずおかアクション 青葉前 17：30～

22日 竜爪山九条の会13周年のつどい

リンク西奈 13：30～

29日 ９の日行動 青葉前 12：00～

平和の動き ２～３月

樋口英明
元福井地方裁判所裁判長

俳
句

選
評栗

田

ひ
ろ
し

『兵器を買わされる日本』

（東京新聞社会部・文春新書）

題名からして平和委員必読の

書である。内容をちょっと紹介。

トランプ大統領言いなりの安

倍首相は、Ｆ35戦闘機を105機

（約束済みの42機に加えて）新

たに買う約束をした。しかもＦ

ＭＳというアメリカに絶対有利

な取引によって、殆ど言い値で

買わされる。そのからくりとは？

新年度防衛費は、約５兆３千

億円と過去最高を記録している

が、この額は本当の防衛費では

ないというのだ。本当の防衛費

はいったいいくらになる？ 防

衛費を実際よりも少なく表す抜

け穴とは？

そのほか、新たな軟弱地盤が

見つかった沖縄辺野古基地に吸

い込まれる殆ど無制限の建設費

の問題やら、官邸主導・政治主

導となっているイージスアショ

ア導入や護衛艦「いずも」「か

が」の攻撃型空母化などにも鋭

く突っ込んでいる。

この本の良いところは、兵器

購入に関する抜け穴やからく

りにふれているだけでなく、

データが最新であるというこ

とだ。この本が問題にしてい

るのは2020年度予算のこと。

発行日が2019年12月20日のま

さに最新刊である。東京新聞

社会部と言えば望月衣塑子記

者の顔が浮かぶが、勿論彼女

も執筆している。(合戸 政治)

平和の本の紹介


